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　他の開発途上国と異なって，インドはすでに独立の
時点（1947年）において，若干の工業的発展を示して
いたし，他に例をみない「財閥」の存在さえ指摘され
ていた。だから独立後の国民会議派政権は，その工業
化政策を実行していくに際して，このことを基礎にし
て，ほぼ一貫して重工業の建設に重点をおいてきたと
いいうる。ところで，現代の発展した水準の重工業を
インドで建設していくということは，一面では，急速
な国の工業化を実現していくことを意味していると同
時に，他面では，それを実現していくための彪大な資
本の蓄積と，技術の導入およびそれの自立化を必要と
しているということをも意味している。したがって，
インドは一定の工業的発展の水準にすでに達していた
にもかかわらず，その後の工業化の過程では，他の開
発途上国にくらべてより多くの困難に遭遇することに
もなったのである。
　重工業建設という政策目標が現実化されていくにし
たがって，それは，資本と技術の両面から海外先進諸
国からの彪大な援助をともなってはじめて可能な過程
である，ということがしだいに明確になっていった。
このことは国際収支上においては，資本収支と貿易収
支の双方における貸借関係をもって一時的には収支均
衡がたもたれているかのようにみえる。しかし，資本
収支における援助は，返済義務をともなっていること
によって赤字要因に転化するのである。したがって，
援助による債務の累積は，しだいに国際収支悪化の大
きな要因になっていかざるをえない。しかも国際収支
を悪化させている最も基本的要因が重工業建設にとも
なう輸入需要の増加にあるかぎり，そのことの直接的
効果として輸出を拡大することを期待することが困難
であるとするならば，インドにおける国際収支上の悪
化は，短期間の間に急速に重大な事態にたちいたらざ
るをえないという性格をもっていることになる。
　このことから，国民会議派政権は，重工業化政策に
接木するようなかたちで，輸出産業振興策をとらざる
をえない破目におちいることとなったのである。つま
り，急速な重工業化の過程は，対外経済関係において
は．どうしても急速な輸出拡大による外貨獲得なしに
は，不可能な過程であることが実証されてきたのであ
る。しかも，インドでは，重工業建設を彪大な援助に
よってすすめてきたこと，さらに重工業建設はただち
に輸出増に結びつかないという，工つの要因によっ
て，とくにこのことを深刻なものにしてしまったので
ある。重工業建設が，既存の工業諸部門に対して発展
への刺激となり，公共部門を中心とした重工業が他の
工業諸部門の発展をもともなうことによって，インド
の工業化過程は容易にその目的を達成するかのよう
に，当初においては考えられていたが，国際収支悪化
の急速な進行がこの期待をうらぎることになった。
　こうしてインドでは，重工業建設政策そのものを修
正し，工業化テンポを落しつつ，輸出拡大を政策課題
の中心におかざるをえなくなったのであるが，これは
必ずしも成功しているとはいえない。
　（1）伝統的輸出商品の輸出を増加させることによっ
ての輸出拡大は，国の工業化政策がすすむにしたがっ
て，国内的要因により困難になっているほかに，輸出
市場における競争の激化によっても困難になっている
ので，今後においても期待されえない。
　②工業製品の輸出拡大努力は，民族資本の発展と
相まって，一定の成果をあげているが，東南アジア諸
国での外資導入による輸出産業育成政策とのはげしい
競争関係にたたされ，その国際競争力の弱さから大き
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な困難に遭遇している。このことは経済自立化を工業
品輸出を通じて達成しようとしていく場合に遭遇する
先進諸国の独占資本との対立の新たな形態としてきわ
めて重要な問題を含んでいるように思われる。
　（3）重工業の一定の発展が，生産財，化学製品の輸
出をも可能にしているのであるが，開発途上諸国の共
同の努力による市場形成がすすんでいない現状では，
貿易収支を改善させるような効果は期待できないであ
ろう。
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